
（別紙３）

～ ２０２５６年　６月　３０日

（対象者数） ２８名 （回答者数） ２3名　　８５％

～ ２０２６年　６月　３０日

（対象者数） ５名 （回答者数） ５名　　１００％

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

見学・実習・体験利用時の情報共有をさらに密にし、本人

の強みや課題を関係機関と連携しながら継続支援へつなげ

ていく。

2

支援の様子や成功体験を写真・動画等で記録し、職員間だ

けでなく保護者との共有にも活用することで、より具体的

な支援改善につなげていく。

3

学校や関係機関との情報共有をさらに深め、卒業後の生活

や就労も見据えた支援内容を検討し、本人に必要な力を段

階的に育てていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

利用児童に関わる学校・相談支援専門員・他事業所等と定

期的な情報共有の場を設け、役割分担や支援方針を共有し

ていく。

2

活動内容を細分化し、個々の特性に応じた選択肢を増やす

とともに、必要な補助具や教材の整備を進めていく。

3

事業所の強みや支援内容を分かりやすく整理し、関係機関

への情報発信や見学対応を積極的に行う。SNSや広報ツー

ル等の活用も検討していく。

○事業所名 S-tep キッズ

○保護者評価実施期間 ２０２６年　５月　２５日

○保護者評価有効回答数

２０２６年　６月　　10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 ２０２６年　７月　6日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

新規利用者の獲得や事業所の特色発信に課題が

ある。

放課後等デイサービス事業所の増加により、事業所ごとの差別

化が難しくなっている。また、空き状況と利用希望曜日のミス

マッチも発生している。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域や関係機関との連携に課題がある。 地域資源や他機関の役割について十分に把握できていない部分

があり、事業所内で支援を完結させようとする傾向が見られ

る。

利用児童の特性に応じた活動内容の幅に偏りが

見られる。

障害特性や発達段階が多様であるため、全員に適した同一カリ

キュラムの提供が難しい状況がある。

同一法人内に生活介護・就労継続支援B型等の

事業があり、卒業後を見据えた継続的な支援体

制が整っている。

面談時には学年や発達段階に応じた進路の話を行い、保護者の

不安や相談に丁寧に対応している。また、新規利用時には「つ

ながる支援」の説明を行い、将来像を共有している。

職員間の連携が良く、チームとして一貫した支

援が行えている。

日々の申し送りやケース会議だけでなく、支援の合間にも情報

共有を行い、声かけや支援方法の統一を意識している。職員全

員が利用児童の特性や課題を把握できるよう努めている。

保護者との関係性が良好で、相談しやすい雰囲

気づくりができている。

送迎時や連絡帳を通して日々の様子を丁寧に共有し、家庭状況

や学校での様子も含めて支援に反映している。また、兄弟児対

応など家族支援の視点も大切にしている。
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